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法人理念 

つながり合う関係：ひとは産まれた時からつながり合う関係のなかで安心を築きます。安心は心の安定や発達
のエネルギーにとって大切な役割を持っています。 

支え合う信頼  ：ひとは安心感を築き合うなかで、信頼関係がはぐくまれ支え合う心地よさを知ります。 
響き合う共感  ：ひとは楽しいとき、さみしいとき、しんどいときに理解し合えるひとが必要です。 
私たち職員は障害のあるひと、支援を必要とするひと、その家族の方々に寄り添い、地域社会との架け橋にな
れれるよう取り組みます。    

 
 
 
あかしゆらんこクラブ
で大切にしていること 
 

児童クラスでは「〇〇であそびたい！」という気持ちで始まり「満足できた！」で終われるように遊びの環境
を整え、他児と一緒にあそぶ経験を積み重ねています。まずは、好きな遊びを見つけることから始め、主体的
に取り組めるよう関わります。 
あそびの中には、たくさんの学びがあります。環境に安心できるようになると、他児を見るようになり、自ら
関りを求めるようにもなってきます。他児と一緒に遊ぶことで「私もやりたい！やってみたい！」と思うよう
になり、真似をしながら何度もチャレンジする姿が見られるようになります。ときには、失敗とチャレンジを
繰り返しながら、それでも諦めずに遊び続けます。そうすることで「忍耐力」「努力」「考える力」「（自分を成
長させようとする）成長意欲」などの非認知能力が育ちます。一人ひとりのありのままを認め、自分を大切に
できるように関わります。 

支援方針 こどもの最善の利益を保証（こどもが主体） 
  営業時間  9時～18時 送迎実施の有無 車の送迎は無・徒歩での送迎有 
                   支 援 内 容 
 
本 
人 

健康・生活 ・基本的生活スキルの獲得【あいさつができる・手洗い・うがいなどを通して体を清潔にできる・体温計測、
記録、体調の変化に気づき体調管理ができる・持ち物の整理・整頓、食育（おやつづくり）・ごっこあそびな
ど】 



 
 
支 
援 

運動・感覚 ・制作・音楽・おやつづくり・体操・ダンス・サーキット・公園遊び・ドイツゲーム 
認知・行動 ・スケジュール確認（時間概念の習得）・ドイツゲーム（「数の概念」「記憶力」「観察力」「計算力」「空間認知

力」 
 「思考力」「判断力」などが結果として身につきます）おやつづくり 

言語 
コミュニケーショ
ン 

・登所時には、保護者からの連絡を確認した上で、職員とやりとりしながら日付を確認し出席シールを貼る 
・集団遊びの中での他児とのやりとり（見立て遊び・ごっこ遊びなど） 
・こどもの要求を聞く（おやつ・あそびのリクエスト） 

人間関係・社会性 ・ドイツゲーム（ルールを守って遊ぶ）・気持ちの絵本を読む（自分の気持ちを表出する）・食育（健康に気を
つける・調理器具を使える・料理ができる） 

・公園あそび（外出）時に社会性を学ぶ（交通ルール、あいさつ） 
   家族支援 ・子育てサポート・ペアレントトレーニング・リフレッシュタイム 
地域支援・地域連携 医療関係・保育所・幼稚園などと情報共有して連携を図る 

 移行支援 特に、行事などのときには保育所・幼稚園などと連携をとり、説明の方法や促し方を伝える 
 職員研修 新人研修・虐待防止・人権擁護・身体拘束等の適正化・感染予防・BCP 研修の他に毎月、職員会議の中で、 

ケース会議を実施。外部からの研修にも積極的に受講。必要に応じてリーオン・ミーでの研修を実施している 
 主な行事等 ・お正月（お正月遊び、初詣）・豆まき・ひな祭り・お別れ会・歓迎会・こどもの日・水遊び・芋ほり 

・ハロウィン・お店屋さんごっこ（まつり）・クリスマスなど 
 
     


